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笑顔と感動の紅葉祭 
（スマイルフェス） 

 去る１０月１日（土）に、地域、保護者の皆様、そ

して卒業生など 川小中学校にゆかりのある多くの

方々にお越しいた

だき、「笑顔」と「感

動」の紅葉祭がで

きましたことを職

員一同大変喜んで

おります。 

会場の皆さんの

温かい眼差しと拍手が、何よりも子どもたちに勇気と

元気を与えていただき、演じることに集中でき、力以

上のパフォーマンスを見せる子どもたちが何人もい

ました。「本番に強い子どもたちになったなー。」と思

うと、少し目頭が熱くなってきます。「言われたこと

をまじめにこつこつやる子どもたち」から、「自分た

ちで考え、創り上げていくことに楽しさや喜びを持て

る子どもたち」へ変わりつつあるように感じます。 

今年の紅

葉祭のテー

マは、『スマ

イルフェス』

で、笑顔いっ

ぱいの楽し

い紅葉祭にしようという意気込みが感じられました。   

午前中は体育館で小学生の音楽劇「アナとワナと双

子の女王」、中学生による「マジックショー」、音楽劇

団『てんてこ』の芸術鑑賞が行われました。また、幕

間には有志発表として、地域の音楽愛好家によるフォ

ークソング、小学校低学年の合奏、教職員の合唱など

もありました。どの発表もこの日のた

めに、練習を積み重ねてきただけあっ

て、会場には大きな拍手が絶えません

でした。そして、首を縦に振る人や隣

の人に声を掛け合う人など、その感動

の様子が伝わってきました。 

 午後からは、ふれあいタイム。これは小学５、６年

と中学生によ

る合同企画で、

１学期から話

し合いを持ち、

参加者に楽し

んでもらおう

と工夫を凝ら

した４つのコーナ。（お化け屋敷、もの探しゲーム、

的あてビンゴゲーム、ペッとクラフト）午後のひと時

を、のんびりと楽しく過ごせたようです。入場に列が

出来ている所も見られました。 

 エンディングでは、小中学生と教職員が星野源、作

曲の『SUN』を合奏しました。とても軽快な曲で、演

奏を楽しむことが出来ました。 

 人前で自分を表現する機会

を持つことは、子どもたちの

成長にとってとても大事なこ

とで、自尊感情を育てること

につながります。運動会や紅

葉祭はまさに、子どもを成長させるビッグ・イベント 

と言えます。 

お祭りの終わったあとの後片付けは、だるくてしん

どいものなのに、どこからエネルギーが沸くのか、ど

の子も自ら仕事を見つけて生き生き動いている 、

この日の最後の感動でした。 

＜小学生の感想より･･･一部抜粋＞ 

・私は今年の紅葉祭は、すごく思い出に残りました。

劇では少しハプニングもあったけど、楽しく出来たの

でよかったです。練習の時よりも、すごくいい劇にな

ったのでよかったです。この紅葉祭で、私が出来るよ

うになったことは、劇でみんなを引っ張ったりしたこ

とで、リーダーになることが出来ました。そして、紅

葉祭をしたことによって、何でもプラスに考えられる

ようになった気がします。 

・音楽劇は楽しかったです。見ている人もやっている

人も楽しめたと思います。「笑ってくれんかったら、

どうしよう！」と思ったけど･･･。１年生の時からや

っているけど、はずかしくて大きな声が出せませんで

した。学年が上になると、だんだん慣れてきて恥ずか

しさもなくなってきて、今年は大きな声でリラックス

して楽しんで出来ました。（そう思うと、今年の１年

生はすごいなぁと思いました。） 

＜中学生の感想より･･･一部抜粋＞ 

最後の紅葉祭でめっちゃ気合い入っていたので、ほ

んとに楽しかったです。盛り上がりも一番よかったし、

充実した１日に

なりました。マ

ジックショーで

お客さんが笑っ

てくれたのでう

れしかったです。

笑顔あふれるス

マイルフェスになったと思います。普段会えない人や

懐かしい人にも会うことができ、うれしかったで

す。･･･ 


